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夏季高温期における栽培管理について

～適期収穫を行い、良品質麦生産を実践しましょう～

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　近藤 勝さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　野田 佳宏さん

１　過去の気温の傾向（６月～８月）
　　直近５カ年の６月から８月までの平均気温は、地球温暖化の影響
で、平年値を上回る状況（最大で3℃高く、平均でも1.1℃高い）で、高
温傾向にあります。（下図参照）
　　また、名古屋地方気象台発表の３カ月予報では、６月・７月とも気温
が高くなると予想されています。
　　甘長ピーマンは、ナス科の中でも最も高温を好む野菜ですが、30℃
以上になると樹勢の低下（生育鈍化、花質の劣化など）や生理障害果
（尻腐れ果、日焼け果など）が多くなり、収量・品質に悪影響を及ぼし
ますので、右記の対策を行いましょう。

２　実施可能な高温対策
（１）遮光資材の活用　　
　　甘長ピーマンは、ナス、トマトに比べ弱い光でも耐えられる野菜で
す。遮光資材（遮光率30～40％程度のもの）を活用することで、甘長
ピーマンの葉や果実の表面温度を下げることができ、高温の回避や花
落ちの抑制、尻腐れ果・日焼け果の軽減などが期待できます。
（２）適正なかん水管理
　　夏季高温時はハウス（ほ場）が乾燥し、甘長ピーマンからの蒸散（水
分が出ていく）も激しくなり、萎れや葉・茎の伸長と果実の肥大も悪く
なるため、適正なかん水に心がけましょう。
　　甘長ピーマンの根は細い根が多く、根の分布域も浅いため、高温・
乾燥に非常に弱い野菜です。そのため、土壌水分が不足している状態
では、根の伸長が阻害され、株も大きくならず、収量や品質に大きく
影響します。また、尻腐れ果は土壌水分が少ないことにより、土壌中
にあるカルシウムの吸収が阻害されることで発生します。
　　日々の栽培管理の中で、ハウス内温度が35℃を超えていないか？
株は萎れていないか？土壌水分不足となっていないか？生長点が素直
に伸びているか？などを確認し、適正なかん水に心がけましょう。ま
た、株が大きくなり、うね幅を越えるようになれば、うね間かん水も行
いましょう。

　令和８年産小麦の出穂期は
「イワイノダイチ」が３月26日
から、「さとのそら」が４月２
日から始まり、平年より早い
出穂期となっています。出穂
期以降は断続的に雨が続き、
赤かび病発生の好適条件が続
きましたが、各生産者による
適期２回防除の徹底がされて
います。４月上旬～中旬の気温は高めに推移しており、気象庁の長
期予報でも今後高温傾向となることが予想されており、登熟が一
気に進む可能性があります。
◇収穫前の排水対策を実施しましょう
　小麦は湿害に非常に弱い作物です。生育期間を通じて排水対策
に取り組みましょう。収穫の作業を効率的に進めるためにも排水
対策が必要です。排水溝に崩れ込んだ土を取り除いたり、排水溝を
確実に落水口へつなぎ、雨水がほ場内に滞水しないよう補修してお
きます。
◇品質確保のための適期収穫を行いましょう
　小麦の収穫時期は梅雨に入る時期でもあります。刈り遅れとな

ると穂発芽やカビなどが発生し、外観品質が悪くなるほか、容積重
が低下するなど、品質低下を招く可能性もあります。ＪＡの荷受予
定や気象予報等を参考に、品種、播種時期、生育状況を踏まえ、収
穫の段取りを計画しておきます。また、迅速に収穫作業が開始でき
るよう、早めに機械の準備・整備をしておきましょう。
　以下の目安を再確認し、必ずほ場ごとの成熟期を判断し、収穫時
期を決定してください。

【収穫時期の目安】
　一般に、刈取適期は成熟期から３～６日程後（子実水分が28%
以下）になります（成熟期水分は約40%。天候が良ければ、成熟
期以降１日当たり２～４％水分が落ちます）。

【成熟期判断の目安】
①茎・葉が完全に黄熟色になる。
②穂の中心まで黒化し、わん曲し始
める。
③穂を手のひらでもむと脱粒しやす
く、脱ぷも容易で青粒がない。
④粒がロウ程度の硬さになった時。
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　葉を刻むと独特のぬめりがあり、さっぱりとした味わいで食べやすいのが特徴です。 
　家庭菜園でも育てやすく、夏場の栄養補給にぴったりの一品です。

出穂期の小麦畑

図.平均気温の推移（過去５年平均値と平年値の比較）
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◯熱帯原産の高温性野菜で、発芽適温・生育適温ともに高く、露地栽培では十分に気温が上がってから栽培します。
◯若葉を野菜として食用にします。花が咲き始めたら、こまめに摘心することで、長く収穫を楽しめます。ただし、葉
を3～4枚残さないと新芽が出にくくなるため注意してください。

※さやや種子には毒性があるため、絶対に食べないよう注意してください。生育が進むと黄色い花を咲かせ花が
終わるとさやをつけます。さやは収穫しないように注意しましょう！若葉や茎は食用とされており、安心して食べ
られます。

モロヘイヤ

作型目安

5月 6月 7月 8月 9月 10月

植え付けの2～3週間前に完熟堆肥 2㌔/㎡、苦土石灰100㌘/㎡を施し、深さ30㌢程度までよく耕します。植え付けの1週間前に
化成肥料 (8-8-8) 100㌘/㎡を施します。畑の準備

苗の場合は、マルチに30～40㌢間隔で穴をあけ、根鉢の表面と畝の高さが同じになるように植え付けます。植え付け後はたっ
ぷりとかん水します。マルチをしていない場合は、防乾のため敷きわらを行い、風当たりの強い場所では支柱を立てるとよいで
しょう。

植え付け

草丈が40㌢程度になったら、茎の先端から10㌢程度の位置で摘芯します。摘芯することでわき芽が次々に伸び、収量が増
えます。摘 芯

わき芽が伸び、株全体の高さが50～60㌢程度になったら収穫を開始します。新しく伸びた芽先の柔らかい部分を、先端から15～
20㌢程度手で折り取ります。草丈が大きくなりすぎると収穫作業がしづらくなるため、採りやすい高さを保ちながら収穫しましょう。収 穫

収穫開始後は、2週間に1回程度の割合で化成肥料 (8-8-8) 30～50㌘/㎡追肥します。マルチの場合は株元から少し離して施し
ます。マルチなしの場合、生育初期は株周りに、成長後は畝側に施し、軽く中耕・土寄せを行います。追 肥

発芽適温は、25～30℃と高いため (5月上旬から6月中旬頃) 気温が十分に上がってから種まきします。栽植密度は畝幅50～60
㌢、株間30～40㌢、畝高10～20㌢程度とします。地温を確保するため、マルチの利用が効果的です。前述したように種には強い
毒性があるため、幼児やペットが口にしないよう十分注意してください。取り扱いが不安な方は、苗を購入しての栽培をおすすめ
します。植え付け時の苗の大きさは、本葉5～6枚程度が目安です。
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土壌水分不足は致命傷です。活力ある根を常に維持することを考
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